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ロ
ー
プ
や
結
束
紐
な
ど
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
亜
麻
産
業
は
次
第
に
縮
少
の
止

む
な
き
に
至
る
。

昭
和
32
年
（
１
９
５
７
）
に
は
亜
麻
工

場
は
23
で
あ
る
（
図
２
）。
亜
麻
栽
培
は

昭
和
42
年
（
１
９
６
７
）
で
栽
培
を
打
ち

切
ら
れ
る
が
、
昭
和
40
年
（
１
９
６
５
）

ま
で
稼
働
し
た
工
場
は
わ
ず
か
14
に
過
ぎ

北海道における栽培と亜麻工場の盛衰

村井 信仁

1932年、福島県生まれ。55年、帯広
畜産大学卒業。山田トンボ農機株式会
社、北農機株式会社を経て、67年に北
海道立中央農業試験場農業機械科長、
71年に同十勝農業試験場農業機械科
長、85年に同中央農業試験場農業機械
部長を歴任する。89年には社団法人北
海道農業機械工業会専務理事となる。
農業の現場に即した機械の開発や研究、
指導で農業経営者から厚い信頼を得た。
退任後、67歳にして新規就農を果たし、
農場主となる。著書に『耕うん機械と
土作りの研究』など。農学博士。

亜
麻
工
場
の
盛
衰

第7回

亜麻物語
亜
麻
産
業
は
軍
需
産
業
と
言
わ
れ
る
だ

け
に
動
乱
に
よ
っ
て
需
要
は
大
き
く
変
動

す
る
。
景
気
が
よ
く
な
る
と
新
し
い
工
場

が
進
出
し
、
不
景
気
に
な
る
と
経
営
能
力

に
欠
け
る
工
場
は
、新
設
工
場
に
限
ら
ず
、

老
舗
と
い
え
ど
も
倒
産
、
あ
る
い
は
合
併

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
亜
麻
工
場
の

経
歴
を
羅
列
し
て
み
よ
う
。

一
般
産
業
に
は
見
ら
れ
な
い
凄
ま
じ
い

変
動
で
あ
る
。
図
１
は
亜
麻
工
場
の
分
布

図
で
あ
る
。全
道
隈
な
く
分
布
し
て
い
る
。

建
設
さ
れ
た
工
場
は
85
を
数
え
る
が
、
第

二
次
大
戦
後
、
化
学
合
成
繊
維
が
発
達
し

て
、
次
第
に
圧
迫
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
身

近
な
も
の
と
し
て
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど

は
、
亜
麻
繊
維
で
作
ら
れ
た
帆
布
に
は
耐

久
性
で
劣
る
と
し
て
も
、
安
価
で
あ
り
、

手
軽
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
亜

麻
製
品
に
は
と
て
も
勝
ち
目
は
な
い
。

亜
麻
工
場
の
盛
衰

（1）

な
い
。
図
３
、
４
は
亜
麻
工
場
の
消
長
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
５
に
は
茎
生
産

量
と
工
場
数
の
関
係
を
示
し
た
。

ピ
ー
ク
は
第
一
次
大
戦
後
の
大
正
11
～

13
年
（
１
９
２
４
）、
第
二
次
大
戦
中
の

昭
和
18
～
20
年
（
１
９
４
５
）
の
２
つ
で

あ
る
。
第
一
次
大
戦
中
か
ら
菜
豆
や
バ
レ

イ
シ
ョ
澱
粉
が
高
値
で
輸
出
さ
れ
、
北
海

道
農
業
は
景
気
に
沸
き
立
つ
が
、
こ
の
時

期
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
亜
麻
製
品
の
輸

入
が
途
絶
し
た
た
め
に
、
製
麻
業
界
は
そ

の
ぶ
ん
国
内
生
産
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

生
産
拡
大
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
未
曾
有
の
好
況
の
到
来
で
は

あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
新
会
社
や
工

場
の
乱
立
は
異
常
で
あ
る
。
原
料
争
奪
戦

図 1：明治～昭和に設立された亜麻工場の分布

図 2：道内亜麻原料工場一覧（昭和 32年）

①虻田（帝麻）　②伊達（帝麻）　③留寿都（帝麻）　④琴似（帝麻）
⑤月形（帝麻）　⑥栗山（帝麻）　⑦静内（帝麻）　⑧富良野（帝麻）
⑨美瑛（帝麻）　⑩芽室（中繊）　⑪帯広（中繊）　⑫音更（中繊）
⑬止若（中繊）　⑭大樹（帝麻）　⑮池田（中繊）　⑯本別（中繊）
⑰標茶（中繊）　⑱中標津（帝麻）　⑲斜里（日繊）　⑳美幌（日繊）
21 留辺蘂（日繊）　 22 湧別（日繊）　 23 名寄（帝麻）
帝麻＝帝國製麻株式会社
中繊＝中央繊維株式会社
日繊＝日本繊維工業株式会社
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明治17 1884
1885

 1886
20 1887

1888
22 1889

1890
1891
1892
1893
1894
1895

29 1896
1897
1898
1899
1900
1901
1902

36 1903
1904
1905
1906

40 1907
1908
1909
1910
1911
1912

大正  2 1913
1914
1915
1916
1917
1918
1919

9 1920
1921
1922
1923
1924
1925

昭和元 1926
1927
1928
1929
1930
1931
1932
1933
1934
1935
1936
1937
1938
1940
1941
1942

近江麻糸紡織

下野麻紡織

日本麻糸

北海道製麻

日本織糸

明治22年創立（札幌区、処理工場＝札幌郡雁
木）、23年札幌郡琴似に亜麻工場、40年日本製
麻と合併（帝國製麻と改称）。

明治17年創立（滋賀県大津）、開業19年、北海道進出26年（虻田町）
※近江麻糸の原糸に輸入亜麻糸が使われたのは明治13年ごろから（それ以前の原料は大麻）。

帝國製麻

明治29年創立（大阪伝法村）、開業31
年、同年北海道進出（伊達町）、35年
大阪麻糸と改称、36年日本製麻と合併
→40年帝國製麻となる。
※大麻、亜麻

明治40年、日本製麻と北海道製麻が
合併して創立。

本　　社：東京市日本橋
支　　店：大阪、札幌
製品工場： 日光、鹿沼、大津、大阪、

札幌（北7条東1丁目）
亜麻工場： 北海道製麻系＝雁木、琴似、

当別、新十津川、月形、栗山、
富良野、北竜、狩太、幕別、
真狩（計11工場）、 
日本製麻系＝清真布、旭川、
伊達、虻田、倶知安、帯広、
士別（計7工場）

※ 昭和16年に帝国繊維と改称、戦後の財
閥解体での分割を経て現在に至る。

明治36年近江麻糸紡織・下野
製麻・大阪製麻が合併して創
立、40年さらに北海道製麻と
合併して帝國製麻と改称。

大正2年創立、製品工場＝栃木県鹿沼町、道内に
7亜麻工場、大正12年に帝國製麻と合併。

大正製麻

大正9年創立、製品工場＝富山、
道内に6亜麻工場、昭和17年に
帝國製麻と合併。

各社の亜麻工場
★ 帝國製麻（道内23工場）

琴似、月形、当別、清真布、栗山、伊達、虻田、富良野、倶知安、
新得、狩太、今金、桧山、北竜、新十津川、和寒、名寄、羽幌、
野付牛、美幌、帯広、幕別、本別

★ 日本製麻（道内19工場）
岩見沢、虻田、美深、留寿都、札寒、湧別、芽室、美瑛、当別、熱郛、
瀬棚、士別、猪滑、砂川、美幌、頓別、小沢、琴似、一己

★ 日本麻糸（道内9工場）
滝川、厚別、石狩、帯広、倶知安、名寄、上富良野、由仁、足寄

★大正製麻（道内5工場）留辺蘂、池田、女満別、剣淵、美幌

★北海道亜麻工業（道内3工場）新得、風連、小清水

★東洋製線（道内2工場）江別、上富良野

★後志亜麻繊維　喜茂別

★北海道亜麻繊維　留寿都

大正9年創立、道内に7亜麻工
場、昭和5年に帝國製麻と合併。

その他の会社
東洋製線
函館船網船具
北海道亜麻繊維
後志繊維
十勝繊維

図 3：亜麻工場の経歴

明治20年創立（栃木県鹿沼
宿）、開業23年、北海道進出
28年（栗沢町）、36年日本製
麻、40年帝國製麻と合併。

北海道亜麻工業

日本製麻
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図 4：亜麻工場の設立と閉鎖年度　設立・閉鎖年には一部推定がある

         年度
  地域

1890～ 1897～ 1902～ 1907～ 1912～ 1916～ 1921～ 1926～ 1930～ 1935～ 1940～ 1945～ 1950～ 1955～ 1960～ 1965～ 1970～
明 23 明 30 明 35 明 40 大元 大 5 大 10 昭元 昭 5 昭 10 昭 15 昭 20 昭 25 昭 30 昭 35 昭 40 昭 45

日清戦争 日露戦争 第一次大戦 第二次大戦

石
　
狩

雁木 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ①
琴似 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ①
当別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ①
当別 　　　　　　　　　 ②
厚別 　　　　　　　　　　 ③
石狩 　　　　　　　　　 ③
琴似 　　　　　　　　　　 ②
江別 　　　　　　　　　　　　　 ④

空
　
知

新十津川 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ①
清真布 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑤
樺戸 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ①
栗山 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ①
岩見沢 　　　　　　　　　　　　　 ②
砂川 　　　　　　　　　　　　 ②
滝川 　　　　　　　　　 ③
奈井江 　 ⑥
北竜 　　　　　　　　 ⑦
一己 　　　　　　　 ②
由仁 　　　　　　 ③

上
　
川

士別 　　　　　　　　　　　　 ②
旭川 　　　　 ②
美深 　　　　　　　　　　　　 ②
名寄 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑦
和寒 　　　　　　　　　　　　 ②
富良野 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑦
美瑛 　　　　　　　　　　　　 ②
士別 　　　　　　　　　　　 ②
名寄 　　　　　　　　 ③
和寒 　　　　　　 ⑦
上富良野 　 ③
風連 　　　　　　　　　　 ⑧
上富良野 　　　　　 ④
剣淵 　　　 ⑨
美瑛 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑦

後
　
志

倶知安 　　　　　　　　　　　　　 ②
真狩 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ②
狩太 　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑦
倶知安 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑦
留寿都 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ②
熱郛 　　　　　　　　　　 ②
小沢 　　　　　　　　 ②
倶知安 　　　 ③
三の原 　 ⑩
喜茂別 　　　　　　　　　 ⑪

桧
　
山

今金 　　　　　 ⑦
瀬棚 　　　　　　　　　　　　　　 ②
桧山 　　　　　　 ⑦

渡島 木古内 　　　　　　　　　　　　　　 ⑫

胆
　
振

虻田 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑬
伊達 　　　　　　　　 ⑭
伊達 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑬
虻田 　　　　　　　　　　　　　 ②

日高 静内 　　　　　　　　　 ⑦

十
　
勝

帯広 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ②
幕別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ①
芽室 　　　　　　　　　　　　 ②
本別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑦
芽室 　 ⑥
帯広 　　　　　　　　　　　 ③
足寄 　 ③
池田 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑨
新得 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑧
戸蔦別 　 ⑮
芽室 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑦
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北海道における栽培と亜麻工場の盛衰 第7回亜麻物語

が
語
り
草
に
な
っ
て
い
る
が
、
熱
し
や
す

く
、
冷
め
や
す
い
と
い
う
の
は
こ
う
し
た

こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
の
景

気
の
反
動
、
金
融
恐
慌
も
あ
っ
て
整
理
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
。

不
景
気
は
長
く
続
く
が
、
満
州
事
変
の

こ
ろ
か
ら
回
復
し
は
じ
め
、
第
二
次
大
戦

に
入
っ
て
ま
た
大
き
な
ピ
ー
ク
を
作
る
。

し
か
し
、
こ
れ
も
長
く
は
続
か
な
い
。
戦

争
が
終
結
す
る
と
奈
落
の
底
で
あ
り
、
続

い
て
、
化
学
合
成
繊
維
の
台
頭
で
、
戦
後

20
年
に
し
て
亜
麻
産
業
は
終
焉
を
迎
え

る
。
最
盛
期
に
は
４
万
ha
を
超
え
る
栽
培

面
積
で
、
経
済
的
に
も
技
術
的
に
も
北
海

道
農
業
を
先
導
し
て
き
た
が
、
あ
ま
り
に

も
劇
的
な
最
後
で
あ
り
、
亜
麻
産
業
の
宿

命
と
は
い
え
、
言
葉
を
失
う
。
動
乱
が
介

在
す
る
産
業
は
こ
う
い
っ
た
も
の
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

今
も
残
る
工
場
遺
構

（2）北
海
道
製
麻
が
最
初
に
建
設
し
た
札
幌

工
場
は
、
原
料
繊
維
を
他
工
場
に
求
め
て

こ
れ
を
加
工
す
る
工
場
で
あ
っ
た
（
写
真

１
）。
屯
田
兵
村
で
は
大
麻
を
栽
培
し
て
い

た
の
で
、
当
初
は
大
麻
が
主
体
で
、
順
次

亜
麻
を
加
え
る
も
の
と
し
た
。
亜
麻
栽
培

が
軌
道
に
乗
る
ま
で
は
ベ
ル
ギ
ー
や
イ
タ

リ
ア
な
ど
か
ら
原
料
を
輸
入
し
て
い
た
。

明
治
23
年
（
１
８
９
０
）
か
ら
操
業
す

る
が
、
男
女
合
わ
せ
た
工
員
は
約
４
０
０

図 4：亜麻工場の設立と閉鎖年度（続き）

         年度
  地域

1890～ 1897～ 1902～ 1907～ 1912～ 1916～ 1921～ 1926～ 1930～ 1935～ 1940～ 1945～ 1950～ 1955～ 1960～ 1965～ 1970～
明 23 明 30 明 35 明 40 大元 大 5 大 10 昭元 昭 5 昭 10 昭 15 昭 20 昭 25 昭 30 昭 35 昭 40 昭 45

日清戦争 日露戦争 第一次大戦 第二次大戦

十
　
勝

音更 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑦
大樹 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑦
止若 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑦

釧路 標茶 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑨

根
　
室

中標津 　　　　　　　　　　　　　　　 ⑯
計根別 　　　　　　 ⑦
中標津 　　　　　　　　　　　　 ⑦

網
　
走

野付牛 　　　　　　　　　　　　　 ⑦
湧別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ②
渚滑 　　　　　　　 ②
美幌 　　　　　　　　 ②
美幌 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑦
留辺蘂 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑨
美幌 　　　　　　　　　　 ⑨
小清水 　　　　　　　 ⑧
女満別 　　　　　　　　 ⑨
佐呂間 　　　　 ⑨
斜里 　　　　　　　　　　　　　 ⑦

宗谷 頓別 　　　　　　　　　 ②
留 

萌
羽幌 　　　　 ⑦
羽幌 　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑨

　

図 5：3カ年平均の茎生産量と工場数（帝國製麻）

①北海道製麻　②日本製麻　③日本麻糸　④東洋製線　⑤下野麻紡織　⑥函館船網船具　⑦帝國製麻　⑧北海道亜麻工業　⑨大正製麻　⑩北海道亜麻繊維
⑪後志繊維　⑫渡島繊維　⑬近江麻糸紡織　⑭日本織糸　⑮十勝繊維　⑯山木繊維
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～
29

30
～
32

33
～
35

36
～
38

39
～
41 42

工
場
数

茎生産量（万t） 工場数第二次大戦
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名
と
言
わ
れ
て
い
る
。
札
幌
の
人
口
が
２

万
１
０
０
０
人
程
度
だ
っ
た
の
で
、
大
企

業
の
出
現
で
あ
る
。

工
場
の
ボ
イ
ラ
ー
や
煙
突
な
ど
は
操
業

を
終
え
て
も
使
用
で
き
る
状
態
で
あ
っ
た

の
で
、
一
部
改
良
さ
れ
て
、
現
在
で
は
地

域
の
暖
房
に
利
用
さ
れ
て
い
る
（
写
真

２
）。
大
き
な
煙
突
で
あ
る
の
で
、
事
情

を
知
ら
な
い
人
か
ら
あ
の
煙
突
は
何
で
す

か
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
札
幌
の
誇

る
製
麻
工
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
人

は
、
北
海
道
に
初
め
て
の
大
企
業
の
出
現

で
あ
り
、
実
績
も
認
め
て
お
り
、
あ
れ
は

製
麻
工
場
の
煙
突
と
胸
を
張
る
。

北
海
道
に
は
亜
麻
工
場
の
記
念
碑
が
二

つ
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
札
幌
市
北
区
麻
生

に
あ
る
。「
亜
麻
産
業
発
祥
の
地
」
と
さ

れ
て
い
る
が
、
帝
國
製
麻
琴
似
製
線
工
場

は
、当
時
の
北
海
道
製
麻
が
明
治
22
年（
１

８
８
９
）
に
建
設
し
た
雁
木
製
線
所
に
続

い
て
、
明
治
23
年
（
１
８
９
０
）
に
琴
似

町
新
琴
似
に
建
設
し
た
も
の
で
２
番
目
に

当
た
る
。

「
亜
麻
産
業
発
祥
の
地
」
と
す
る
に
つ
い

て
は
多
少
疑
問
が
残
る
。
た
だ
、
雁
木
製

線
所
は
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ
く
、
明
治
42
年

（
１
９
０
９
）
に
20
年
の
操
業
で
閉
鎖
し

て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、昭
和
32
年（
１

９
５
７
）
ま
で
67
年
も
の
長
い
間
操
業
し

て
お
り
、
明
治
時
代
は
石
狩
が
先
進
地
で

あ
る
。
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
と
や
か
く
言
わ
ず
、
発
祥
の

地
と
し
て
も
許
さ
れ
て
よ
い
と
も
思
え

る
。麻

生
町
３
丁
目
の
工
場
長
宅
跡
に
は
赤

松
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
北
区
歴
史
文
化

88
の
中
に
選
ば
れ
て
い
る
。
麻
生
緑
地
公

園
内
に
は
亜
麻
の
花
咲
く
手
づ
く
り
の
里

と
名
付
け
ら
れ
た
畑
が
あ
り
、
地
域
の
住

民
が
亜
麻
を
栽
培
し
て
い
る
。
亜
麻
の
花

が
咲
く
時
期
は
花
の
観
賞
が
で
き
て
、
広

く
知
ら
れ
て
い
る
。
麻
生
に
住
む
人
た
ち

の
努
力
を
亜
麻
忘
れ
じ
の
観
点
か
ら
評
価

し
た
い
。

も
う
一
つ
の
記
念
碑
は
網
走
郡
美
幌
町

三
橋
町
20
番
地
の
「
史
跡
亜
麻
工
場
跡
」

で
あ
る
。
美
幌
町
の
教
育
委
員
会
が
建
立

し
て
い
る
。
帝
國
製
麻
が
大
正
９
年
（
１

９
２
０
）
に
建
設
し
、
昭
和
37
年
（
１
９

６
２
）
ま
で
操
業
し
て
い
る
。
大
正
９
年

と
言
え
ば
、
第
一
次
大
戦
に
よ
る
好
景
気

が
ま
だ
残
っ
て
い
る
時
期
で
あ
り
、ま
た
、

亜
麻
栽
培
の
中
心
が
十
勝
・
網
走
・
上
川

の
大
規
模
畑
作
地
帯
に
移
り
は
じ
め
て
い

る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
一
つ
の
流

れ
で
あ
っ
た
と
思
え
る
。

当
時
網
走
に
は
農
産
加
工
の
企
業
は
ほ

と
ん
ど
進
出
し
て
お
ら
ず
、
地
域
の
大
き

な
期
待
を
担
っ
た
も
の
と
言
え
る
。「
美

幌
の
亜
麻
工
場
」が
編
纂
さ
れ
て
い
る
が
、

栽
培
面
積
は
３
０
０
ha
程
度
で
あ
っ
た
も

の
が
、
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
に
は
６
０

０
ha
に
達
し
、
全
耕
地
面
積
の
10
％
に
達
し

て
い
る
。
平
成
17
年
（
２
０
０
５
）
に
「
亜

麻
の
ふ
る
里
研
究
会
」
が
結
成
さ
れ
る
な
ど

亜
麻
に
対
す
る
思
い
入
れ
は
強
い
。

昭
和
生
ま
れ
の
人
た
ち
は
亜
麻
工
場
が

閉
鎖
さ
れ
て
も
、亜
麻
工
場
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
人
が
記
憶
に
留
め
て
い
る
。
平
成

生
ま
れ
の
人
た
ち
に
は
亜
麻
に
つ
い
て
は

ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
昭
和
生
ま
れ
の
人
た
ち
と

の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
昭
和
の
人
た
ち

が
亜
麻
工
場
と
言
う
と
忘
れ
て
い
る
よ
う

で
も
す
ぐ
に
記
憶
を
呼
び
戻
す
。
と
い
う

の
は
、
亜
麻
工
場
は
地
域
の
人
た
ち
が
何

ら
か
の
形
で
係
わ
り
を
持
ち
、
地
域
の
経

済
を
豊
か
に
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
亜
麻

茎
の
浸
水
発
酵
の
臭
い
も
我
慢
し
た
の

は
、
時
代
が
鈍
感
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
亜
麻
工
場
に
は
恩

恵
も
感
じ
、
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
か
ら

と
言
え
よ
う
。

写真 1：明治 44 年（1911）時の帝國製麻札幌工場

写真 2：現在も遺る札幌工場の煙突

明治20年（1887）に北海道製麻が設立され、最初に建設された製
麻工場である。北5条東1丁目の創成川沿いに建設された。北海道
で最初の大工場であった。当時の原料は大麻が主体であったが、亜
麻の栽培を増やして切り替える計画であった。我が国で初めての
亜麻工場は明治22年（1889）に雁木に建設された。北海道製麻は
明治40年に日本製麻と合併し、後に帝國製麻と改称されている。（帝
國製麻30年記念誌）

軍需品の中で最も需要
の多かったのは帆布で
あった。札幌工場は帆
布を主力製品としてお
り、それだけに動乱景
気に左右されることが
多かった。亜麻工場は
全道に建設されたが、
現在ではその面影を残
すものは何も見当らな
い。珍らしく札幌にこ
の煙突だけが産業遺産
として聳えて、かつて
の繁栄を誇示している。


